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平成 29年 11月９日 

    各    位 

                            会 社 名   株 式 会 社 学研ホールディングス 

                            代 表 者 名   代表取締役社長  宮原 博昭 

                                    （コード：９４７０ 東証第１部) 

問い合わせ先     執行役員財務戦略室長  安達 快伸 

                  電話  03(6431)1016 

 

 

繰延税金資産の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

  当社は、平成 29 年９月期決算において、下記のとおり繰延税金資産を計上することといたしました。

これに伴い、平成 29 年５月 12 日に公表いたしました業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１．繰延税金資産の計上について 

当社は、平成 29年９月期および今後の業績動向を勘案し繰延税金資産の回収可能性を慎重に検討し

た結果、平成 29年９月期第４四半期連結会計期間において繰延税金資産約 1,200百万円を追加計上す

ることといたしました。 

 

２．業績予想の修正について 

平成 29年９月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 28年 10月１日～平成 29年９月 30日）   

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属す

る当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

103,000  

百万円 

 3,000  

百万円 

3,100  

百万円 

2,000  

 円  銭 

217  46   

今回修正予想 （Ｂ） 102,150  3,350  3,500  3,300  362  12   

増 減 額（Ｂ－Ａ） △850  350  400  1,300   － 

増 減 率 （％） △0.8  11.7  12.9  65.0    － 

(ご参考)前期実績 

(平成 28 年 9月期) 
99,049  2,732  2,922    1,368   149  42 

※当社は、平成 29 年４月１日を効力発生日として、10 株を１株とする株式併合を実施したため、前連結会計年

度の期首に株式併合が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 
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３．修正の理由 

 売上高は、教育コンテンツ事業において教育ＩＣＴ関連など出版外事業が減収となりましたが、営

業利益は、教育コンテンツ事業において出版分野の採算性向上と、医療福祉サービス事業におけるコ

スト削減などにより、前回予想を上回る見込みとなりました。また、親会社株主に帰属する当期純利

益につきましては、営業増益に加え、上記「１.繰延税金資産の計上について」に記載のとおり、繰延

税金資産を計上したことに伴い法人税等調整額を計上することにより、前回予想を約 1,300 百万円上

回る見込みとなったため、通期の連結業績予想を修正いたします。 

 

 

※ 業績の予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断した予測であり、潜在的な

リスクや不確実性が含まれています。そのため様々な要因により、実際の業績等は上記記載の予想数値と異

なる可能性があります。 

 

 

                                                                       以   上  


